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（１）基礎・基本の確実な定着
に関する配慮や工夫がなされ
ているか。

・写真やイラストを提示しており、視覚的に分かりやすい。単元の
導入部分で実生活と関連を図り、学習を進める工夫があり、学習
内容の基礎・基本の定着に活用できる。
・写真での提示は特に、調理の仕方や縫い方について豊富で、大
きく提示し、分かりやすく解説している。

・学習に流れをイメージさせ、基本的な学習内容から取り組みやす
い内容の構成になっている。
・用具等においては、用途ごとに写真やイラスト、文章で分けて記
述されており分かりやすい。家庭にない道具類の名前も十分知る
ことができる。

（２）課題解決のために必要な
思考力や判断力、表現力等を
育成することに関する配慮や
工夫がなされているか。

・単元の取組が、「話し合おう→考えよう→調べよう→やってみよう→深め
よう」と一連の流れに基づいて計画されている。
・「考えよう」では導入と見本が見開きになっており、自分の生活に照らし
合わせて振り返ることができる。「やってみよう」では、基本から実践し、さ
らに「深めよう」では話合いにより判断力・表現力を育成するようになって
いる。

・単元の学習過程である「調べよう」「考えよう」「話し合おう」「やっ
てみよう」について、単元によって取組の比重が異なっている。
・「できたかな」で単元ごとに振り返りはでき、「考えよう」では自分
の生活の様々な場面を想定し、思考・判断できるような流れになっ
ている。

（３）資料が精選され、その内
容が時代に即応したものに
なっているか。

・写真やイラストなどの資料は児童の生活により近いものになって
おり、児童の目線で写真やイラストが提示されている。
・調理の学習では手元がよく分かるような写真の提示になってお
り、工夫がされている。

・資料はシンプルで分かりやすいものが選ばれている。単元名が
ソーイング、クッキング、タイムマネジメント、プログラミング等、時
代に即した表現になっている。
・児童にとっては時代に即した身近に感じられる教材となってい
る。

（４）持続可能な社会づくりに
向けた教育・ＥＳＤの視点が
取り入れられているか。

・「持続可能な暮らしへ」という単元では、ESDについて考える視点が盛り
込まれている。「プロに聞く」など、社会生活を送る人々の話が掲載され、
地域の一員として生きる人々を学習の中で感じられるように工夫されてい
る。
・「生活を変えるチャンス」など、家庭や地域での学習の実践例もあり、自
己実現に向けてＥＳＤの視点が取り入れられている。

・「持続可能な社会を生きる」の単元では、生活や環境、生産物、
エネルギーについて課題を提示している。

（１）児童が主体的に学習を進
めやすいような便宜が図られ
ているか。

・学習の流れを見開きで見られるため、実習の際に使いやすい。
・主体的に学習を進められるように、①準備・計画②調理と手順が
示され、レイアウトが見やすくなっている。また、実習等のポイント
も大きく書かれており、分かりやすい。

・見開きで学習の流れを見ることができる。
・写真が大きく、シンプルであり、教科書の大きさも程よい大きさで
扱いやすい。実物の写真も多く取り入れられている。

（２）多摩市という地域の実態
に即しているか。

・「あなたは家庭や地域の宝物」という単元では、地域の一員として
の自分について考えることができる。
・様々な地域の実態なども書かれているので、多摩市という自分た
ちの町のことを考えたり他地域と比較したりできる。地域の一員と
しての自分について考えられる項目となっている。

・「地域のかかわりプロジェクト」では、どのように地域と関わるの
か、モデルが分かりやすく示されており、多摩市と自分とのつなが
りについても考えやすくなっている。
・多摩市に当てはめて十分活用することができる。
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